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キ ー ワ ー ド  児 童 虐 待 ， 社 会 的 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 ， 母 子

支 援 シ ス テ ム ， 連 絡 票 ， 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク  

Ⅰ  は じ め に  

我 が 国 に お け る 児 童 虐 待 に 関 す る 相 談 状 況 は 増 加 の 一

途 を た ど っ て い る 。 死 亡 事 例 等 の 検 証 結 果 1 ） で は ， 約 5

割 が 0 歳 児 で あ り ， こ の う ち の 半 数 が 月 齢 「 0 か 月 」 で

あ っ た 。 虐 待 予 防 に 向 け た 妊 娠 早 期 か ら の 関 わ り に つ い

て ， 健 や か 親 子 2 1 （ 第 2 次 ） の 「 切 れ 目 の な い 妊 産 婦 ・

乳 幼 児 へ の 保 健 対 策 」 の 中 で ， そ の 重 要 性 が 掲 げ ら れ て

い る 。 ま た ， 妊 娠 期 か ら の 虐 待 防 止 対 策 に は ， 妊 娠 が わ

か っ た 時 点 か ら 多 機 関 の 専 門 職 が 妊 婦 に 関 わ る こ と の 重

要 性 が 提 言 さ れ て い る 2 ) 。 近 年 ， 国 内 外 の 研 究 で 虐 待 発

生 予 防 の た め の 妊 娠 中 か ら の 関 わ り の 重 要 性 に 関 す る 知

見 が 蓄 積 さ れ つ つ あ る 3 ) ～ 7 ) 。 我 が 国 で は ， 2 0 0 0 年 初 期

頃 か ら 妊 娠 早 期 か ら の 虐 待 予 防 を め ざ し た 周 産 期 医 療 機

関 と 自 治 体 と の 連 携 に 関 す る 実 態 調 査 8 ) や 自 治 体 ， 産 科

医 療 機 関 で の 先 駆 的 な 取 り 組 み 事 例 に 関 す る 報 告 9 ) が 見

ら れ る 。 産 後 の 子 育 て 支 援 に 視 点 を 置 い た 医 療 機 関 か ら

保 健 機 関 へ の 連 絡 方 法 の 検 討 や 母 乳 育 児 支 援 を 通 じ た 周

産 期 か ら の 継 続 支 援 の あ り 方 な ど ， 妊 娠 ， 出 産 ， 産 後 の

切 れ 目 の な い 支 援 を 目 指 し て 現 在 も な お 試 行 錯 誤 が 続 い

て い る 。 産 後 の 育 児 支 援 と し て ， 2 0 0 7 年 度 か ら 乳 児 家 庭

全 戸 訪 問 事 業 が 開 始 さ れ ， 実 施 率 は 9 9 . 6 % 1 0 ) と な っ て い

る 。 一 方 ， 訪 問 時 期 を み る と 生 後 1 か 月 ま で の 訪 問 は

1 9 . 3 % に と ど ま っ て い る 。 生 後 2 か 月 ま で で も 4 9 . 9 ％ と

半 数 に 及 ば な い 。 死 亡 に つ な が る 虐 待 の 多 く が 産 後 1 か

月 以 内 で あ る こ と を 考 え る と ， 支 援 が 必 要 な 妊 産 婦 に 早

期 に 気 づ き ， 産 後 早 期 か ら 母 子 へ の サ ポ ー ト が ス ム ー ズ

に 開 始 で き る 体 制 と は な っ て い な い こ と が 推 測 さ れ る 。  

岡 山 県 内 で は ， 岡 山 大 学 と 岡 山 県 産 婦 人 科 医 会 が 社 会

的 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 の 実 態 を 明 ら か に す る た め に 実 施 し

た 2 0 0 8 年 の 「 飛 び 込 み 分 娩 」 調 査 1 1 ) や ， 2 0 0 9 年 の 「 D V
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被 害 妊 婦 」 調 査 1 2 ) か ら ， そ の 背 景 に 未 婚 や 未 成 年 ， 貧 困

な ど 社 会 的 な リ ス ク 要 因 が 明 ら か と な っ た 。 そ の た め ，

岡 山 県 内 に お い て 2 0 1 1 年 か ら ，産 科 施 設 で 医 学 的 背 景 の

み で は な く ， 社 会 的 背 景 に も 着 目 し て ， 早 期 に リ ス ク 因

子 に 気 づ く こ と が で き ， ま た 妊 娠 中 か ら 多 職 種 と 連 携 し

て 支 援 を 開 始 す る 取 り 組 み を 始 め た 。 産 婦 人 科 医 会 と 岡

山 県 と が 連 携 し 「 妊 娠 中 か ら の 気 に な る 母 子 支 援 」 連 絡

シ ス テ ム で あ る 「 岡 山 モ デ ル 」 を 開 始 し ， 連 絡 票 を 用 い

て 産 科 と 地 域 が 連 携 し て 行 う 妊 娠 中 か ら の 切 れ 目 の な い

支 援 を 強 化 し て い る 。 今 回 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 開 始 か ら

8 年 間 の 取 り 組 み と そ の 成 果 に つ い て 報 告 す る 。  

Ⅱ 方 法  

2 0 1 1 年 運 用 開 始 か ら の 8 年 間 の 取 り 組 み に つ い て ， 運

用 前 の 状 況 や 開 始 の た め の 準 備 ， 運 用 の 実 際 ， 連 絡 事 例

の 内 容 等 に つ い て 検 討 し た 。  

( 1 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 前 の 状 況  

岡 山 県 に お け る 母 子 支 援 の た め の 連 絡 方 法 や「 岡 山 モ

デ ル 」 作 成 プ ロ セ ス に つ い て 岡 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ や 「 岡

山 県 の 母 子 保 健 」 1 3 ) か ら の 情 報 収 集 や 関 係 者 か ら の 聞

き 取 り を 行 っ た 。  

( 2 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 開 始 の た め の 準 備  

運 用 開 始 に 向 け た 体 制 整 備 と し て 実 施 し た 関 係 機 関

と の 協 議 や 研 修 会 ，連 絡 票 作 成 プ ロ セ ス に つ い て 振 り 返

り ， 記 述 し た 。  

( 3 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 の 実 際  

実 際 の 運 用 の 流 れ や 運 用 上 の 課 題 に つ い て 振 り 返 り ，

記 述 し た 。  

( 4 ) 「 妊 娠 中 か ら の 気 に な る 母 子 支 援 連 絡 票 」 （ 以 下 ，

連 絡 票 ） に よ る 連 絡 事 例 の 解 析 ( 図 １ )  

2 0 1 1 年 1 月 ～ 2 0 1 8 年 1 月 ま で の 連 絡 事 例 4 , 5 9 8 件 の

連 絡 項 目 を 対 象 と し 単 純 集 計 を 行 っ た 。デ ー タ 収 集 内 容

は ， １ ） 連 絡 票 送 付 時 期 （ 妊 娠 中 ・ 産 後 ） ， ２ ） リ ス ク
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の 種 類 ： ① 望 ま な い 妊 娠 ， ② 妊 婦 健 診 が 少 な い ， ③ 飛 び

込 み 分 娩 ， ④ D V 被 害 （ 疑 ） ， ⑤ 夫 ・ 家 族 の 支 援 不 足 ，

⑥ 胎 児 ・ 新 生 児 へ の 愛 着 が 弱 い ， ⑦ 医 療 費 の 未 払 い ， ⑧

子 ど も へ の 虐 待（ 疑 ），⑨ 母 体 の 疾 患 ，⑩ 新 生 児 の 疾 患 ，

⑪ 精 神 科 的 支 援 が 必 要 ， ⑫ 1 0 代 の 妊 娠 ， ⑬ 未 婚 ， ⑭ 外

国 人 ， ⑮ 助 産 制 度 ， ⑯ 母 子 手 帳 な し ， ⑰ そ の 他 と し た 。 

( 5 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 開 始 後 の 虐 待 相 談 件 数 の 推 移  

厚 労 省 の 平 成 3 0 年 度 福 祉 行 政 報 告 例 1 4 ) よ り 児 童 虐 待

相 談 対 応 件 数 の う ち 全 国 児 童 相 談 所 相 談 件 数 ，全 国 市 町

村 相 談 件 数 ， 岡 山 県 児 童 相 談 所 相 談 件 数 ， 岡 山 県 市 町 村

相 談 件 数 を 収 集 し 年 次 比 較 し た 。ま た 全 国 お よ び 岡 山 県

児 童 相 談 所 の 0 ～ 3 歳 未 満 に お け る 児 童 虐 待 相 談 対 応 件

数 に つ い て 検 討 し た 。  

 

( 6 ) 倫 理 的 配 慮  

連 絡 票 に は 個 人 情 報 は 含 ま れ て お ら ず ， 解 析 に お い て

は ， 施 設 名 な ど も 削 除 さ れ た 質 問 項 目 の み の 情 報 を 岡 山

県 産 婦 人 科 医 会 か ら デ ー タ 提 供 を 受 け ， 分 析 を 行 っ た 。

ま た 岡 山 大 学 保 健 学 研 究 科 内 の ホ ー ム ペ ー ジ に 本 研 究

に 関 す る オ プ ト ア ウ ト を 実 施 し た 。 尚 ， 本 研 究 は 岡 山 大
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学 大 学 院 保 健 学 研 究 科 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 た （ 受

付 番 号 T 1 5 - 1 3 , 2 0 1 7 年 1 1 月 2 7 日 ）。  

Ⅲ 結 果  

( 1 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 前 の 状 況  

 岡 山 県 に お け る 母 子 支 援 の た め の 連 絡 方 法 と し て は ，

2 0 0 0 年 か ら 低 出 生 体 重 児 ・ ハ イ リ ス ク 新 生 児 連 絡 票 が ，

ま た 2 0 0 3 年 か ら は ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 連 絡 票 が 使 用 さ れ

て き た 。 ま た ， 2 0 1 1 年 か ら は 両 連 絡 票 を 診 療 情 報 提 供 書

と し て ， 産 科 医 療 機 関 か ら 市 町 村 へ 送 付 し た 場 合 は ， 診

療 情 報 提 供 料 が 算 定 で き る こ と と し た 。 し か し ， こ れ ら

の 連 絡 票 は ， 産 科 で 判 断 し て 妊 産 婦 や 新 生 児 の 居 住 し て

い る 市 町 村 ご と に 送 付 す る 必 要 が あ る こ と ， 診 断 名 の 記

載 な ど ， 母 体 の 心 身 の 疾 患 や 新 生 児 の 異 常 な ど を 念 頭 に

作 成 さ れ て い る こ と ， ま た ， 本 人 の 同 意 が 必 要 で あ り ，

虐 待 や D V な ど の 深 刻 な ケ ー ス で は 同 意 が 得 ら れ ず 連 絡

し に く い こ と ， ま た ， 産 科 ス タ ッ フ が 「 何 と な く 心 配 」

と 感 じ る の み で は 使 用 し に く い こ と な ど の 課 題 が あ っ た 。 

( 2 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 開 始 の た め の 準 備  

2 0 0 7 年 度 か ら 岡 山 大 学 の 助 産 師 リ カ レ ン ト 教 育 コ ー

ス で あ る「 妊 娠 中 か ら の 母 子 支 援 即 戦 力 育 成 プ ロ グ ラ ム 」

を 開 講 し ，「 妊 娠 中 か ら の 虐 待 予 防 」 セ ミ ナ ー を 行 っ て き

た 。 そ し て ， こ れ ら の コ ン セ プ ト を も と に ， 岡 山 県 産 婦

人 科 医 会 や 行 政 と 協 議 し て ， 産 科 ス タ ッ フ が 有 効 に 行 政

と 連 携 で き る た め の シ ス テ ム 構 築 を 進 め た 。 岡 山 モ デ ル

作 成 の プ ロ セ ス を 表 1 に 示 し た 。  

本 シ ス テ ム の 連 絡 票 は ， 前 述 の 調 査 結 果 1 1 ) , 1 2 )  か ら

明 ら か に さ れ た 社 会 的 リ ス ク 因 子 を 採 用 し ， 気 づ い た リ

ス ク 因 子 の 項 目 に 〇 を つ け て F A X で 送 る 形 式 と し た 。 記

入 事 項 を 厳 選 し て 必 要 最 小 限 に し て い る こ と ， F A X の 送

信 先 も 各 妊 産 婦 の 居 住 地 で は な く ， 産 婦 人 科 医 会 事 務 局

に 統 一 し た こ と な ど に よ り ， 産 科 ス タ ッ フ の 時 間 的 及 び

心 理 的 負 担 を 軽 減 し た 。 ま た ， デ ー タ を 集 中 し た こ と で
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解 析 も 容 易 に な る こ と か ら ， 行 政 の 施 策 の た め の 基 礎 デ

ー タ と し て も 利 用 す る こ と を 想 定 し た 。 さ ら に 公 開 シ ン

ポ ジ ウ ム を 開 催 し ， そ の 意 義 と 使 用 上 の マ ニ ュ ア ル に つ

い て 議 論 し 改 善 を 加 え た 。 こ の 連 絡 シ ス テ ム の 最 終 的 な

目 的 は ， 胎 児 も 含 め た す べ て の 母 子 へ の 支 援 で あ る が ，

特 に 社 会 的 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 が 妊 娠 中 か ら 早 期 に 支 援 を

受 け る こ と で ， 産 後 に 孤 独 な 子 育 て に な ら な い こ と ， 子

ど も へ の 虐 待 を 防 止 す る こ と が 大 き な 目 標 と な っ て い る 。 

 

 

( 3 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 の 実 際  

2 0 1 1 年 ，岡 山 県 産 婦 人 科 医 会 と 岡 山 県 と が 連 携 し ，「 妊

娠 中 か ら の 気 に な る 母 子 支 援 」 連 絡 シ ス テ ム 「 岡 山 モ デ

ル 」 の 運 用 を 開 始 し た 。 こ の 連 絡 シ ス テ ム の 流 れ を 示 す

（ 図 ２ ）。 妊 産 婦 に 接 す る す べ て の 産 科 医 療 機 関 で 「 気 に

な る 妊 産 婦 」 を ， 岡 山 県 産 婦 人 科 医 会 の 事 務 局 に F A X で

送 付 す る 。 連 絡 票 の 記 入 に 際 し て ， 本 人 に 同 意 を 求 め る

が ， 同 意 を 得 ら れ な い 場 合 も 提 供 す る 情 報 か ら は 個 人 が

特 定 で き な い 。 送 付 先 は 岡 山 県 産 婦 人 科 医 会 に 統 一 さ れ

て お り ， 虐 待 （ 疑 い ） や D V （ 疑 い ） の 場 合 は 同 意 が な い
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場 合 で も ， 各 妊 産 婦 の 居 住 地 の 保 健 所 へ 事 務 局 か ら 個 人

情 報 を 除 い て 送 付 さ れ る 。 そ の 後 ， 保 健 所 保 健 師 か ら 産

科 ス タ ッ フ へ の 連 絡 を 行 い ， 詳 細 情 報 を 共 有 す る と こ ろ

か ら 市 町 村 保 健 師 と と も に 支 援 が 始 ま る 仕 組 み と な っ て

い る 。 連 絡 票 送 付 に お い て ， 個 人 が 特 定 さ れ な い 中 で 、

支 援 に た ど り 着 く 情 報 共 有 が で き る に は 、 行 政 保 健 師 と

産 科 ス タ ッ フ の 日 頃 か ら の 連 携 が 欠 か せ な い 。  

厚 生 労 働 省 雇 用 均 等 ・ 児 童 家 庭 局 総 務 課 長 通 知 1 5 ) に

よ る と ，児 童 虐 待 の 防 止 等 の た め の 医 療 機 関 と の 連 携 強

化 に 関 し て ，医 療 機 関 か ら 児 童 相 談 所 又 は 市 町 村 へ の 情

報 提 供 に か か る 守 秘 義 務 ，個 人 情 報 保 護 等 と の 関 係 に つ

い て ，患 者 の 同 意 が な い 場 合 で も 児 童 虐 待 の 防 止 や 対 応

の た め に 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 で 行 う こ と は 基 本 的 に 法

令 違 反 と は な ら な い と 明 記 さ れ て い る 。 こ れ を 踏 ま え ，

虐 待 （ 疑 い ） や D V ( 疑 い ） が あ る と 判 断 し た 場 合 に は ，

本 人 の 同 意 が な く て も ， 同 意 あ り の 場 合 と 同 じ 方 法 で ，

産 科 医 療 機 関 か ら 産 婦 人 科 医 会 ，保 健 所 を 経 て 市 町 村 に

つ な ぎ ， 市 町 村 か ら 支 援 に つ な い で い る 。 特 に 同 意 な し

の 場 合 の 支 援 で は ， 妊 婦 相 談 ， 新 生 児 訪 問 ， 産 後 健 診 な

ど の 妊 産 婦 支 援 の 機 会 を 通 じ て ，連 絡 票 か ら の 情 報 を も

と に 気 に な る ケ ー ス へ の 関 わ り を 開 始 し て い る 。実 際 に

は ，市 町 村 に お い て 母 子 健 康 手 帳 交 付 時 や 出 産 届 出 時 か

ら す で に 支 援 が 開 始 さ れ て い る ケ ー ス が 含 ま れ て い る

場 合 も 多 く ，連 絡 票 に よ っ て よ り 重 層 的 な 支 援 に つ な が

る 。岡 山 県 で は 産 科 医 療 機 関 を 対 象 と し た 各 種 の 研 修 会

等 の 場 を 通 じ て ， 本 連 絡 シ ス テ ム の 紹 介 ， 運 用 状 況 の 報

告 な ど も 行 っ て い る 。各 保 健 所 と 管 内 産 科 施 設 等 と の 連

絡 会 議 な ど を 通 じ て ，連 絡 事 例 の 検 討 や 連 絡 シ ス テ ム の

あ り 方 な ど に つ い て 継 続 的 に 協 議 を 重 ね て い く な か で ，

岡 山 県 内 に お い て 本 シ ス テ ム が 浸 透 し ，定 着 し つ つ あ る 。 
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( 4 )「 妊 娠 中 か ら の 気 に な る 母 子 支 援 」 連 絡 票 に よ る 連 絡

事 例 の 解 析  

「 岡 山 モ デ ル 」 開 始 以 降 ， 行 政 へ の 連 絡 件 数 は 2 0 1 1 年 の

4 4 5 件 か ら 2 0 1 8 年 は 6 9 9 件 と 約 1 . 5 倍 に 増 加 し た（ 図 3 ）。  

医 療 機 関 か ら の 連 絡 票 送 付 時 期 は ， 2 0 1 1 年 は 妊 娠 中 が

2 2 7 件 ( 5 1 . 0 ％ ) ， 産 後 が 2 1 6 件 ( 4 8 . 5 ％ ) ， 2 0 1 7 年 は 妊 娠

中 が 4 3 2 件 ( 5 8 . 9 ％ ) ， 産 後 が 2 9 8 件 ( 4 0 . 7 ％ ) と 妊 娠 中 か

ら 早 期 に 連 絡 さ れ る 事 例 が 約 6 割 と 増 加 し た 。 2 0 1 8 年 度

は 岡 山 県 内 市 町 村 に お い て 産 後 健 診 が 導 入 さ れ た こ と も

あ り ， 妊 娠 中 が 3 2 9 件 ( 4 7 . 1 % ) に 減 少 し 産 後 の 件 数 が 3 6 6

件 ( 5 2 . 4 % ) に 増 加 し た ( 表 ２ ) 。岡 山 県 内 の 分 娩 取 扱 医 療 機

関 お よ び 分 娩 取 扱 い は な い が 妊 婦 健 診 を 実 施 し て い る 医

療 機 関 ( 妊 娠 確 認 の み を 行 っ て い る 施 設 等 は 除 く ) 5 2 施

設 の う ち ， す べ て の 医 療 機 関 ( 1 0 0 % ) が 岡 山 モ デ ル に 参 加

し て い る 。 8 年 間 の 連 絡 項 目 の 内 容 を 表 ３ に 示 し た 。 社

会 的 リ ス ク 因 子 と し て 「 未 婚 」 1 , 3 1 8 件 ( 2 8 . 7 % ) ，「 精 神

科 的 支 援 が 必 要 」 1 , 0 9 0 件 ( 2 3 . 7 % ) ，「 夫 ・ 家 族 の 支 援 不

足 」 8 0 1 件 ( 1 7 . 4 % ) ，「 1 0 代 の 妊 娠 」 7 6 9 件 ( 1 6 . 7 % ) な ど が
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高 率 で あ っ た 。 運 用 開 始 当 初 と 比 べ る と 「 精 神 科 的 支 援

が 必 要 」 が や や 増 加 傾 向 に あ り ， 「 妊 婦 健 診 が 少 な い 」

が 減 少 傾 向 と な っ て い る 。 妊 婦 健 診 に 関 し て は ， 2 0 0 9 年

に 妊 婦 健 診 公 費 負 担 が 1 4 回 に 一 斉 に 引 き 上 げ ら れ て 以

降 ， 受 診 が し や す く な っ て い る こ と も 考 え ら れ る 。  
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 ( 5 ) 「 岡 山 モ デ ル 」 運 用 開 始 後 の 虐 待 相 談 件 数 の 推 移  

全 国 と 同 様 に 増 加 し て い た 岡 山 県 市 町 村 相 談 件 数 は 本

シ ス テ ム 開 始 の 翌 年 で あ る 2 0 1 2 年 以 降 は 減 少 に 転 じ て

お り ， 2 0 1 2 年 度 の 相 談 件 数 1 , 6 4 1 件 （ 年 少 人 口 千 対 相 談

件 数 6 . 2 9 ） に 比 べ ， 2 0 1 8 年 度 は 8 5 0 件 ( 年 少 人 口 千 対 相

談 件 数 3 . 5 4 ) と 半 減 し て い る （ 図 3 ） 。 ま た ， 岡 山 県 児 童

相 談 所 に お け る 0 ～ 3 歳 未 満 の 児 童 虐 待 相 談 対 応 件 数 は

2 0 1 2 年 2 1 1 件 が 2 0 1 3 年 に は 1 1 7 件 と な り ， 以 降 も 減 少

傾 向 を 示 し て い た （ 図 4 ） 。  
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Ⅳ 考 察  

 昨 今 産 婦 人 科 医 療 機 関 や 母 子 保 健 に お け る 妊 娠 期 か ら

の 虐 待 予 防 へ の 取 り 組 み が 活 発 に な っ て い る が ， 各 地 域

で の 産 科 医 療 機 関 と 行 政 と の 連 携 の 現 状 に お い て は 課 題

も あ る 1 6 ) , 1 7 ) 。 産 科 施 設 か ら 地 域 保 健 へ の ハ イ リ ス ク 妊

産 婦 の 連 絡 シ ス テ ム は ，岡 山 県 以 外 に も 存 在 し て い る が ，

そ の 活 用 度 は 自 治 体 に よ り 大 き な 差 が あ る 1 8 ) 。 連 絡 シ

ス テ ム を い か に 地 域 に 浸 透 さ せ て い く か が 重 要 で あ る 。 

「 岡 山 モ デ ル 」 で は 連 絡 へ の ハ ー ド ル を 下 げ る こ と で

産 科 か ら 行 政 へ の 連 絡 が 容 易 と な っ た 。 こ の こ と は ， 連

絡 項 目 と し て 多 か っ た 「 未 婚 」，「 家 族 の 支 援 不 足 」，「 1 0

代 の 妊 娠 」 な ど の 何 と な く 気 に な る 妊 産 婦 ， ま た ， 精 神

科 疾 患 と 診 断 さ れ て い な い が 精 神 的 支 援 が 必 要 と 考 え ら

れ る 妊 産 婦 を 見 落 と さ ず フ ォ ロ ー し て い る と 考 え ら れ る 。

産 科 と 行 政 が 一 体 感 を 持 ち ， 地 域 で 包 括 的 に 妊 産 婦 を 支

援 す る シ ス テ ム と し て 定 着 つ つ あ る 。  

児 童 虐 待 が 懸 念 さ れ る に も か か わ ら ず 医 療 機 関 と 行 政

が 連 携 す る 際 に 妊 産 婦 か ら の 同 意 が 得 ら れ な い 場 合 で も ，

行 政 に 連 絡 す る こ と が ， 2 0 1 6 年 の 児 童 福 祉 法 一 部 改 正 以
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後 ， 医 療 機 関 の 努 力 義 務 と な っ て い る 。「 岡 山 モ デ ル 」 で

は ， 虐 待 や D V が あ れ ば ， 法 や 指 針 に 基 づ き 本 人 の 同 意 が

な く て も 支 援 に つ な げ て い る 。 し か し ， そ れ 以 外 の 社 会

的 リ ス ク を 持 つ 妊 産 婦 を 特 定 し て も 同 意 の な い 場 合 は ，

支 援 へ と つ な げ る こ と が 困 難 で あ る 。 す べ て の 「 気 に な

る 妊 産 婦 」 を 支 援 に つ な げ る た め の 本 人 同 意 を 取 る こ と

は 欠 か せ な い 。 産 科 ス タ ッ フ に よ る 同 意 の 求 め 方 や 行 政

に お い て 妊 婦 と の 最 初 の 接 点 と な る 母 子 手 帳 交 付 時 の 面

接 等 の ス キ ル ア ッ プ 強 化 な ど も 今 後 さ ら に 必 要 で あ ろ う 。 

「 岡 山 モ デ ル 」 の も う 一 つ の 特 徴 と し て ， 子 育 て に 関 連

す る す べ て の ス タ ッ フ へ の 継 続 し た 啓 発 活 動 が あ る 。 妊

娠 中 か ら 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 う た め ， 岡 山 県 内 の 産 科

ス タ ッ フ や 行 政 の 母 子 保 健 ス タ ッ フ ， 子 育 て 支 援 の ス タ

ッ フ 等 を 対 象 と し た 研 修 会 を 定 期 的 に 行 っ て い る 。 社 会

的 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 支 援 に 向 け た 啓 発 用 パ ン フ レ ッ ト 作

成 ( 図 5 ) や e - ラ ー ニ ン グ に よ る 研 修 シ ス テ ム を 構 築 し た 。

こ の よ う に し て ， 県 内 の 産 科 ス タ ッ フ や 母 子 保 健 ス タ ッ

フ の 意 識 を 高 め る こ と で 本 連 絡 シ ス テ ム が ス ム ー ズ に 運

用 で き る よ う な 基 盤 整 備 を 行 っ て き た 。 ま た 「 岡 山 モ デ

ル 」 の 開 始 に よ り ， 産 科 ス タ ッ フ が 適 切 な 知 識 を 持 つ こ

と に つ な が り ， 医 学 的 の み で は な く ， 社 会 的 ハ イ リ ス ク

妊 産 婦 も 支 援 の 対 象 で あ る と い う ス タ ッ フ の 意 識 を 持 つ

こ と に つ な が っ た 。 産 科 ス タ ッ フ の 「 何 か 気 に な る 」 と

い う 感 覚 は ， 支 援 を 必 要 と す る 母 子 を 見 出 す こ と に つ な

が る と い う 意 識 の 醸 成 に も 役 立 つ と 考 え ら れ た 。  

岡 山 県 内 で は 2 0 1 6 年 頃 か ら 高 梁 市 で 高 梁 版 ネ ウ ボ ラ

の 取 り 組 み が 開 始 さ れ ，年 々 各 地 域 で 実 施 の 拡 が り を み

せ て い る 。ま た ，妊 娠 届 出 時 の 妊 婦 面 接 の 他 ，産 後 健 診 ，

産 後 ケ ア 事 業 ， 養 育 支 援 訪 問 ， 愛 育 委 員 に よ る 声 か け や

見 守 り 訪 問 ，保 健 所 や 市 町 村 お よ び 医 療 機 関 等 が 参 加 し

妊 娠 期 か ら の 母 子 保 健 に 関 す る 連 携 会 議 が 各 保 健 所 単

位 で 定 期 的 に 行 わ れ て い る 。こ の よ う に 地 域 全 体 で 取 り
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組 む 活 動 が 相 乗 的 な 効 果 を 発 揮 し ，虐 待 相 談 件 数 の 減 少

に つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

 

Ⅴ お わ り に  

「 岡 山 モ デ ル 」 の 開 始 に よ り ， 職 域 の ハ ー ド ル を 越 え

て ， 妊 産 婦 へ の 「 気 に な る 」 と い う 感 覚 を 共 有 す る こ と

で ， 支 援 を 必 要 と す る 妊 産 婦 を 見 落 と さ な い 環 境 が 整 い

つ つ あ る 。  

 

本 稿 の 執 筆 に あ た り ， 多 大 な る 支 援 を い た だ き ま し た

岡 山 県 看 護 協 会 （ 前 ： 岡 山 県 備 前 保 健 所 保 健 課 長 ） 水 嶋

明 子 様 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま た ， 本 研 究 は J S P S 科 研 費 2 0 K 1 1 1 4 8 の 助 成 を 受 け た

も の で す 。本 研 究 に 関 連 し 利 益 相 反（ C O I ）は あ り ま せ ん 。  
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A s s o c i a t i o n  1 9 9 7 ; 2 7 8 : 6 3 7 - 6 4 3 .  

8 )  服 部 祥 子 .  厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 総 合 プ ロ ジ ェ

ク ト 研 究 分 野 子 ど も 家 庭 総 合 研 究 .  児 童 虐 待 発 生 要 因 の

解 明 と 児 童 虐 待 へ の 地 域 に お け る 予 防 的 支 援 方 法 の 開 発

に 関 す る 研 究 . 2 0 0 2 .  h t t p s : / / m h l w - g r a n t s . n i p h . g o . j p /  

n i p h / s e a r c h / N I D D 0 0 . d o ? r e s r c h N u m = 2 0 0 2 0 0 3 4 9 A  ( 2 0 2 0 年

6 月 2 8 日 ア ク セ ス 可 能 )  

9 )  相 川 祐 里 . 医 療 機 関 と 地 域 保 健 師 の 連 携 に よ る 妊 娠 期

か ら の 育 児 支 援 の 課 題  済 生 会 横 浜 東 部 病 院 の 周 産 期 チ

ー ム 医 療 活 動 を も と に . 日 本 周 産 期 メ ン タ ル ヘ ル ス 学 会

会 誌  2 0 1 8 ; 4 : 4 9 - 5 4 .  

1 0 ) 厚 生 労 働 省 . 乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業 の 実 施 状 況 調 査

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 6 - S e i s a k u j o u h o u - 1 1 9 0 0

0 0 0 - K o y o u k i n t o u j i d o u k a t e i k y o k u / 0 0 0 0 1 6 3 8 9 2 ( 2 0 2 0 年

https://mhlw-grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=200200349A
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000163892(2020年3
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000163892(2020年3
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3 月 2 0 日 ア ク セ ス 可 能 )  

1 1 ) 中 塚 幹 也 .「 飛 び 込 み 分 娩 」 に お け る 母 子 の 実 際 . 産 婦

治 療 ， 2 0 1 1 ; 1 0 3 ： 3 9 9 - 4 0 2 .  

1 2 )  中 塚 幹 也 . 「 妊 娠 中 の D V 」 の 実 態 と 産 科 ス タ ッ フ の

意 識 . 産 婦 人 科 の 実 際 ， 2 0 1 2 ; 6 1 ： 1 9 7 5 - 1 9 8 1 .   

1 3 )  岡 山 県 の 母 子 保 健 .  岡 山 県 保 健 福 祉 部  

1 4 ) 厚 生 労 働 省 . 福 祉 行 政 報 告 例 h t t p s : / / w w w . e - s t a t .  

g o . j p / ( 2 0 2 0 年 3 月 2 0 日 ア ク セ ス 可 能 )  

1 5 ） 平 成 2 4 年 1 1 月 3 0 日 付 ， 雇 児 総 発 1 1 3 0 第 2 号 ・ 雇

児 母 発 1 1 3 0 第 2 号 に よ る 厚 生 労 働 省 雇 用 均 等 ・ 児 童 家

庭 局 総 務 課 長 通 知  h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p /  b u n y a /  

k o d o m o / p d f / d v 1 2 1 2 0 3 - 1 . p d f ( 2 0 2 0 年 6 月 2 8 日 ア ク セ ス

可 能 )  

1 6 ) 福 澤 雪 子 ， 鄭 香 苗 ． 周 産 期 の 継 続 支 援 と 連 携 の 現 状 に

関 す る 医 療 機 関 勤 務 助 産 師 の 認 識 ． 日 本 看 護 学 会 論 文 集

ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン ， 2 0 1 6 ; 4 6 : 1 8 4 － 1 8 7 .  

1 7 )  櫃 本 真 聿 . ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン に 基 づ い た 妊 娠 出

産 期 に お け る 児 童 虐 待 予 防 対 策 . 周 産 期 医 学

2 0 0 6 ; 3 6 : 9 4 7 - 9 5 5 .  

1 8 ) 服 部 律 子 ， 名 和 文 香 ， 武 田 順 子 他 . ハ イ リ ス ク 妊 産 婦

へ の 支 援 に お け る 市 町 村 の 妊 娠 届 出 書 の 活 用 と 医 療 機 関

と の 連 携 の 課 題 . 岐 阜 県 立 看 護 大 学 紀 要

2 0 1 7 ; 1 7 : 1 0 9 - 1 1 8 .  

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000163892(2020年3
https://www.e-stat.go.jp/(2020年3月20日アクセス可能)
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/pdf/dv121203-1.pdf(2020年6月28

